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Cocorport College とは

ココルポート カレッジは自立に向けた様々な

知識や経験を積んでいただく学びの場です。

ご自身が意思決定するために必要なことを

「生活、コミュニケーション、研究、イベント、就労」の

５つのカテゴリーで、ご提供させていただきます。

ご本人、ご家族が安心した社会生活を送れることを実現
障がいによる困り感や課題に直面している当事者の方、将来に不安を感じ
ているご家族の方々の希望になる事業でありたいと考えています。
社会課題に取り組むことにより、結果としてご本人が将来、就職し安定した
勤怠と収入を得て、自立した生活を送れる一助になれればと思います。

社会課題の解決
不登校やニートの方々の中には障がいのある方もいらっしゃると考えてい
ます。障がい特性（発達の凸凹）が要因で、学校や社会に馴染めない方が
多い一方で、ご自身の障がい特性の理解、その対処法を身に着けることで
解決できることもあると感じています。心の成長、自立のための知識を習
得する期間を設け、ご自身の課題に対し、支援の専門家であるスタッフに
相談することや同じような悩みのあるご利用者様同士のコミュニケーショ
ンが対処法を導き出すことに繋がることもあります。また、カレッジでの
小さなコミュニティを通じ、様々な成功体験・失敗体験を積み重ねていく
ことは、不登校やニートの方々が将来的に社会と繋がる機会の創出になる
と考えています。

自立訓練（生活訓練）とは、障害者総合支援法に定められた「指定障害福祉サービス」です。
障がいのある方が自立に向けたトレーニングを行い、自立に必要な知識やスキルを習得できる
ようサポートを行います。

二次障がいの軽減
これまで運営母体である就労移行支援事業では、学校を卒業後そのまま就
労し、職場での人間関係や環境変化が要因で二次障がいを発症し、退職
した方々を数多く支援してまいりました。支援をする中で感じたことは、
就労前の段階に支援ができていれば安定した就労が出来たのではないか？
との思いでした。
カレッジでは青年期に自立に向けた、生活面の課題解決や対人スキル面で
の解決の方法を学び、成功と失敗、失敗に対するフォローを積み重ね体験
することで得たスキルは将来の就職にも役立つと考えています。
カレッジに通われている期間に、ご自身の強みや弱み、障がい特性の理
解、課題に対する対処法を習得することは結果的に二次障がい発症の軽
減に繋がると考えています。
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たのしもう

カレッジの生活は
 「たのしもう」がキーワードです

個別支援 自己決定を尊重
人は一人ひとり違います。そんな当たり
前のことを私たちは大切にします。私た
ちは傾聴し、理解し、共感することで、
一人ひとりの進路を一緒に考え、サポート
をしていきます。

自分が歩む道を自らの意志で選択する
ことは、人間としての最も根源的な権利
です。私たちはご利用者様の自己決定を
心から尊重します。小さな意思決定を積
み重ねることで、将来の意思決定をでき
るように取り組みます。

豊富なプログラム
生活・コミュニケーション・研究・イベ
ント・仕事の5つのカテゴリーから300
種類以上の豊富なプログラムをご用意し
ています。集合プログラム / 個別プログ
ラムを選択して受けることができます。
　

多様な進路
進路先は一般企業、特例子会社、就労移
行支援、就労継続支援A型、就労継続支
援B型など様々な進路先を想定していま
す。ご本人の意思を尊重しながら、日々
の活動や毎月の面談を通じ、スタッフも
一緒に適正な進路を考えていきます。

現在の自立に向け必要なこと、将来の自立に必要な知識の習得を目的としています。
衣食住や金銭管理、人付き合いや危機管理など、生活に関わる多くの知識を習得する
ことができます。

プログラムは5つのカテゴリー「生活、コミュニケーション、研究、イベント、仕事」
に分類されます。生活に必要なスキルから外部講師を招いたプログラムなど、300種類以
上の中から自分に合ったプログラムを見つけましょう。

生活   / Life

コミュニケーションとは、「相手の話を聴くこと」「自分の考えを決める」「相手に伝
える」ことです。リラックスした雰囲気で自分の気持ちを話す練習をすることで、少し
ずつ自信を付けることができます。

コミュニケーション / Communication

イベントは大きく分けて２つに分類されます。１つはお正月、節分、七夕など年間
行事を感じることのできるプログラムと、外部から講師の方をお招きして行うプロ
グラムです。外部講師プログラムでは各分野の専門的知識を習得することができます。

イベント / Event

「鉄道」や「アニメ」など、身近なテーマについて研究することで、自分自身についてや
自分の希望などを見つけることを目的としています。「調べる」「まとめる」「発表」
を通して、自分一人では思いつかなかった選択肢や可能性を広げることができます。

研究  / Search

業務や作業を通して、自分の得意・不得意なことを知ることを目的としています。就
職を目指す方は、就職に必要なビジネスマナーや就労スキルについても習得するこ
とができます。

仕事  / Work
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4つの
特徴

みつけよう自分に合ったプログラムを「みつけよう」

プライベートや仕事において「楽しむ」ことは人生を豊
かにするという思いを込めて、私たちはご利用者のみ
なさんが楽しみながら自主的に学び、そこから得たご
自身の気づきを大切にしていただきたいと思っています。
そのため、カレッジでは得意なことや好きなことに取
り組んだり、役割を担当したり、一人でゆっくり過ごした
り、自分がどう過ごしたいか決めることができます。
ゆとりのある時間を過ごすことで、自分らしい生活を
楽しみましょう。



エリアマネージャー 寺中 満里絵

楽しめることを一緒に見つけましょう

個人での学習になります。研究、予習、復習が主に
なります。研究テーマは広く、PCスキル、ご自身の
強みや弱みなどの自己分析、好きなテーマ（鉄道、
歴史）など様々です。また、予習・復習では集合プログ
ラムに参加する前の事前学習や参加後の復習に活用
されます。

個別プログラム
小グループでゼミ形式にて行われるプログラムです。
グループワーク、コンセンサスゲーム、お金の使い方、
共同での軽作業など、���種類以上のプログラムが
あります。希望者が参加するスタイルになっており、
小グループでの学習になります。
他者の意見に対する傾聴、自分の考えを発表する
（発信）など、コミュニケーションの訓練に適して
いま す 。 集 合 プ ロ グ ラ ム は 午 前 と 午 後 の � 日 � 回
実施され、希望者が参加します。

集合プログラム

メッセージ

サービス管理責任者    木次 なおみ
“楽しむ“をキーワードに、キャンパスに集まる一人ひとりが、お互いに尊重し、個性や能力を活かせる
仲間づくりを目指します。
キャンパス内には、グループワーク席や個別訓練スペース、芝をイメージしたリラックススペースを設けて
います。
カレッジでは自立訓練（生活 訓 練）を行いますが、何をもって「自立」というのかは人によって違います。
お一人おひとりの「自立」に向け、何をすれば良いかを一緒にみつけていきましょう。
メンバーさんの “やってみたい”をかけ合わせて、キャンパスをつくっていきます。
あなたの輝かしい将来への準備期間として仲間と共に楽しい時間を過ごしてみたいという方、
ぜひお待ちしております。

� �

キャンパスの�日は朝 礼から始まります。
そして、午前と午後それぞれプログラムを行っています。大勢の中で参加するのが不安とい
う方は、個別でプログラムを受講することもできます。まずは興味や関心があるプログ
ラムで、自分の可能性を広げましょう。

ひろげよう

カレッジの生活を通じ、
自分の可能性を「ひろげよう」

��:��
朝礼

��:��～��:��
プログラム

or
個 別 訓 練

��:��～��:��
プログラム

or
個 別 訓 練

��:��～��:��
お昼休憩

��:��
終礼

個性や能力を活かせる仲間づくり

ココルポートでの時間は、学校や社会に出る前の心の成長、自立のための知識を習得する期間です。
好きなことや楽しめることに取り組み、そこから得たご自身の気づきを大切にしていただきたいと思って
います。
我々スタッフはご利用者様お一人おひとりに寄り添います。希望する進路に向かって訓練に励むのも
いいですし、ご自身が望む進路とは何かを一緒に考えるのもいいかもしれませんね。
困っていること、悩んでいること、日常の出来事、何でも相談してください。一緒に悩み、一緒に考えて
いきましょう。ご利用者様が楽しく成長してゆける暖かな居場所であり続けます。将来に続く一歩を
一緒に踏み出してみませんか。スタッフ一同お待ちしております。

�日の流れ

代表取締役社長   佐原 敦矢
私たちは、これまでに障がい者就労移行支援事業を通して様々な方々を支援してまいりました。現在も
約�,���名の方が弊社の就労移行支援事業所に通所されています。そんな中で、若いうちに生活面の基礎
や対人スキルなどが身についていれば、もっとスムーズに働き続けることが出来たのではないか？と感じ
ることが多々あります。

そこで私たちは、今まで弊社が培ってきたノウハウを生かし、就労移行支援を行う前に生活面を中心と
した自立支援ができるのではないか、ココルポートで支援できる方々がたくさんいらっしゃるのではないか
と考え、このたび ����年�月にココルポートカレッジを設立するに至りました。
ココルポートカレッジでは青年期に生活面の基礎をしっかりと習得することを第一に考えています。カレッジ
への通所を通じ、就労段階のフェーズにステップアップされた方に対しては就労支援も行います。
「生活スキル」と「職能スキル」を専門的に習得する場、だからカレッジです。
私たちは「どうしてできないのか」ではなく、「どうしたらできるのか」という考え方にこだわって支援
してきました。ココルポートカレッジでもこの考え方を踏襲していきます。

生活スキルを学ばれた後、就労移行支援事業所に通われる方が多くなると想定しています。また、中には
就労移行支援を経ることなく就職していく方がいらっしゃるかもしれません。ココルポートカレッジが、
お一人おひとりにとっていろいろな可能性を広げていく存在になればと思っています。「私たちは一人
ひとりの可能性を信じ、自分らしさと笑顔あふれる社会を共創する」という企業理念を実現していきます。
ご利用者様がご卒業され、数年後に振り返ったとき、「ココルポートカレッジに通って良かった」と言って
頂けるような支援を行っていきたいと強く思っています。多くの方々が自立した笑顔の絶えない人生を
送られる一助になればこの上ない喜びです。

「生活スキル」を中心に習得する場、だからカレッジです。



個別席

キャンパスイメージ
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リラックスコーナー

グループ席

面談室

プログラム席
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※写真はイメージです

個別で集中してプログラムを受けられます。

少人数のグループ席です。 主に集合プログラムで使用します。

水分補給や気分転換にご利用ください。（無料）

困ったことや心配ごとを相談できます。

本を読んだり、疲れたときに休憩できます。 ご希望の方には昼食（お弁当）をご提供します。
詳細はお問合せください。
※一部地域により、1食150円を頂きます。

ランチ応援制度

公共交通機関を利用して通所される方は
月額上限1万円まで支給致します。
※自治体から全額交通費支給のある方は対象外です。
また、自治体から一部交通費支給を受けている方につきましては
実費差額分を支給致します。 詳細はお問合せください。

交通費応援制度



1.step step

stepstep

相談

まずはお気軽にご相談ください。
生活面～障がい特性まで幅広く
ご相談を受けています。

2.
見学

キャンパスの雰囲気や設備など
ご覧いただきます。疑問に感じた
ことなどがありましたら、その場
で何でもご質問ください。

3.
実習

体験実習では実際の利用を想定した
通所ができます。
実習期間はご希望に合わせること
ができます。学校様からの実習も
受け付けています。

4.
利用

ご利用には市区町村への手続きが
必要です。お手続きはスタッフが
サポートいたしますのでご安心
ください。

概 要

利用の費用

区分

生活保護 負担なし生活保護受給世帯

世帯収入状況 負担額 / 月

約 ��％の方がご負担なくご利用いただける想定をしています。
ご本人様の前年度所得に応じて利用料がかかる場合がございます。

(注１) �人世帯で障害基礎年金�級受給の場合、収入が概ね���万円以下の世帯が対象となります。
(注２) 収入が概ね���万円以下の世帯が対象となります。

低所得 負担なし市区町村民税非課税世帯 (注�)

一般� ��,���円上記以外

一般１ �,���円

市区町村課税世帯�
（所得割��万円（注�）未満）

※入所施設利用者
（��歳以上、グループホーム・ケアホーム利用者を除く）

会 社 名 ▶ 株 式 会 社ココ ル ポ ート

開 　  設   ▶ � � � � 年 � 月 � 日

事 業 内 容 ▶ 障 害 者 総 合 支 援 法 に 基 づく障 害 福 祉 サ ー ビス事 業

資 本 金 ▶ � 億 � , � � � 万 円（ � � � � 年 � 月 � � 日 時 点 ）

本 部 住 所  ▶〒� � � - � � � �  神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 砂 子 � - � - � �  りそな川 崎ビル� 階

電 話 番 号 ▶ � � � - � � � - � � � �  　 F A X 番 号 ▶ � � � - � � � - � � � �

名  称 ▶ コ コ ル ポ ートカレッジ

事 業 内 容 ▶ 自 立 訓 練 事 業 ( 生 活 訓 練 )

開 　  設   ▶  � � � � 年 � 月

定 　 員 ▶ � � 名

キ ャ ン パ ス ▶ 町田駅前キャンパス / 八王子駅前キャンパス / 京王八王子駅前キャンパス / 川崎キャンパス
 溝の口キャンパス / 横浜キャンパス / 横浜北口キャンパス / 新横浜駅前キャンパス
 横浜関内駅前キャンパス / 平塚駅前キャンパス / 湘南藤沢キャンパス / 相模大野駅前キャンパス
 本厚木キャンパス / 大和駅前キャンパス / 相模原橋本キャンパス / 千葉キャンパス / 千葉駅前キャンパス
 柏キャンパス / 新松戸駅前キャンパス / 船橋駅前キャンパス / 市川駅前キャンパス / 大宮キャンパス
 大宮東口キャンパス / 川越駅前キャンパス / 春日部駅前キャンパス / 川口キャンパス / 所沢キャンパス
  武蔵浦和キャンパス / 名古屋駅前キャンパス / 名古屋金山キャンパス / 大阪梅田キャンパス
 大阪梅田第 � キャンパス / 大阪なんば駅前キャンパス / 天神駅前キャンパス / 博多駅前キャンパス 

�� ��

利用までの流れ

Q1 障害者手帳を持っていないのですが、利用できますか？

A1 障害者手帳をお持ちでない方でも医師の診断や通院があれば、自治体の判断により利用可能な場合があります。
ご相談いただければスタッフが詳しく対応いたします。

Q2 進路先はどのようなところがありますか？

A 2 一般企業、特例子会社、就労移行支援、就労継続支援A型、就労継続支援B型など多様な進路先を想定しています。
ご本人の意思、支援者の方、利用状況をアセスメントした上で、進路相談を行いながら進路を決定します。

Q3 年齢制限はありますか？

A 3 中心となる年齢層は��歳から��歳の青年期を想定していますが、それ以外のご年齢であっても利用することは可能です。
まずはお気軽にご相談ください。

キャンパス紹介

会社概要




